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国鉄分割・民営化による不当解雇から36年　各地で国鉄集会

国鉄闘争を戦争阻止・労組再生の結集軸に！

方
本
部
の
８
人
の
代
表
団
が
登
壇

し
、
チ
ェ
ミ
ョ
ン
ホ
本
部
長
が
あ
い

さ
つ
。
動
労
千
葉
の
闘
い
を
教
訓
に

韓
国
で
の
鉄
道
民
営
化
と
の
闘
い
、

労
組
弾
圧
を
強
め
る
ユ
ン
政
権
打
倒

の
決
意
を
表
明
し
た
。
鉄
道
労
組
か

ら
動
労
千
葉
に
、
解
雇
撤
回
闘
争
支

援
の
カ
ン
パ
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争

の
訴
え
で
は
、
解
雇
者
当
該
が
登
壇

し
、
動
労
千
葉
争
議
団
の
高
石
正
博

さ
ん
が
代
表
し
て
決
意
表
明
。
続
い

て
弁
護
団
か
ら
「
４
月
14
日
の
裁
判

は
、
井
手
・
深
澤
ら
不
採
用
の
首
謀

者
を
証
人
採
用
さ
せ
る
か
結
審
を
許

　
新
た
に
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
呼
び

か
け
人
に
加
わ
っ
た
札
幌
学
院
大
学

の
浅
川
雅
己
教
授
、
関
西
地
区
生
コ

ン
支
部
の
武
谷
書
記
次
長
の
発
言
と

続
き
、
動
労
神
奈
川
の
時
廣
慎
一
書

記
長
が
カ
ン
パ
を
訴
え
た
。

　
在
日
ビ
ル
マ
市
民
労
組
ら
不
服
従

を
貫
く
在
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
が
登
壇

し
、「
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
２
年
」
に

対
す
る
命
を
か
け
た
闘
い
と
訴
え
に

会
場
か
ら
熱
い
連
帯
の
拍
手
が
送
ら

れ
た
。久

留
里
の
会
が
発
言

　
Ｊ
Ｒ
合
理
化
・
廃
線
化
と
の
闘
い

の
報
告
と
し
て
、
ま
た
渡
辺
剛
史
書

記
長
は
、
業
務
融
合
化
・
統
括
セ
ン

タ
ー
設
置
な
ど
の
攻
撃
に
対
し
、
動

労
千
葉
は
３
月
ダ
イ
改
―
春
闘
ス
ト

を
構
え
て
闘
い
、
組
織
拡
大
に
打
っ

て
出
る
こ
と
宣
言
し
た
。

　「
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
」

は
、
廃
線
反
対
署
名
が
住
民
の
主
体

的
運
動
と
し
て
始
ま
り
、
大
き
く
広

が
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
動

労
連
帯
高
崎
の
木
村
洋
一
書
記
長
は

労
働
委
員
会
闘
争
の
報
告
と
今
後
の

決
意
を
語
っ
た
。

　「
11
月
労
働
者
集
会
３
労
組
共
同

ア
ピ
ー
ル
２
０
２
３
」「
日
本
の
大

軍
拡
に
反
対
す
る
日
韓
鉄
道
労
働
者

の
決
議
（
裏
面
に
掲
載
）」
が
読
み

上
げ
ら
れ
た
。

　
２
人
の
青
年
労
働
者
の
決
意
表
明

に
続
き
、
港
合
同
の
木
下
浩
平
執
行

委
員
が
集
会
を
ま
と
め
、
労
働
委
員

会
で
勝
利
を
か
ち
と
っ
た
コ
ン
ビ
ニ

関
連
ユ
ニ
オ
ン
の
河
野
正
史
委
員
長

の
音
頭
で
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を

斉
唱
し
集
会
は
終
了
し
た
。

す
の
か
の
最
大

の
攻
防
に
な

る
」
と
傍
聴
へ

の
大
結
集
を
訴

え
た
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
よ
る
解
雇

か
ら
36
年
（
87
年
２
月
16
日
）
を
前

に
２
月
12
日
、
国
鉄
闘
争
全
国
運
動

は
、
江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
国
鉄
集
会
を
開
催
し
、
４
８
０
人

が
結
集
し
た
。

連
合
問
題
を
提
起

　
集
会
冒
頭
、
１
月
に
急
逝
し
た
韓

国
・
鉄
道
労
組
ソ
ウ
ル
地
本
の
執
行

委
員
に
黙
と
う
を
捧
げ
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
国
鉄
闘
争
全

国
運
動
呼
び
か
け
人
の
金
元
重
さ
ん

が
行
い
、「
連
合
の
も
と
、
多
く
の

労
組
が
春
闘
要
求
も
自
ら
出
す
こ
と

も
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
現

実
を
見
据
え
、
労
働
組
合
を
甦
ら
せ

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

　
連
帯
あ
い
さ
つ
で
、
三
里
塚
空
港

反
対
同
盟
の
市
東
孝
雄
さ
ん
が
「
農

地
は
農
民
の
命
。
強
制
執
行
を
今
も

阻
止
し
勝
利
し
て
い
る
。
農
地
死
守

の
原
則
を
貫
き
、
楽
し
く
闘
お
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　
動
労
千
葉
の
関
道
利
委
員
長
が
基

調
報
告
を
「
戦
争
・
新
自
由
主
義
崩

壊
―
資
本
主
義
に
Ｎ
Ｏ
と
言
え
る
労

働
運
動
を
！
」
と
題
し
て
行
っ
た
。

　
特
に
連
合
に
つ
い
て
「
連
合
の
主

張
は
『
人
へ
の
投
資
を
積
極
的
に
』

『
成
長
と
分
配
の
好
循
環
』
な
ど
と

経
団
連
と
ま
っ
た
く
同
じ
だ
。
賃
金

側
証
人
を
採
用
し
た
こ
と
を
報
告
。

井
手
Ｊ
Ｒ
西
日
本
会
長
と
深
澤
Ｊ
Ｒ

東
日
本
社
長
の
証
人
採
用
を
保
留
し

た
こ
と
を
弾
劾
し
て
、
採
用
差
別
を

し
た
生
き
証
人
の
２
人
を
法
廷
に
引

き
出
す
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
全
日
本
建
設
運
輸
連
帯
労
働
組
合

関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
の
武
谷
新
吾

書
記
次
長
は
、
関
生
弾
圧
が
正
念
場

に
来
て
い
る
こ
と
、
湯
川
委
員
長
に

実
刑
８
年
が
求
刑
さ
れ
て
い
る
３
月

２
日
の
大
津
地
裁
で
の
判
決
公
判
へ

の
決
起
を
訴
え
ま
し
た
。

　
１
月
９
日
の
組
合
大
会
で
新
委
員

長
に
な
っ
た
動
労
西
日
本
の
原
田
隆

司
委
員
長
が
発
言
に
立
ち
ま
し
た
。

「
動
労
西
日
本
は
戦
争
反
対
を
闘
う

こ
と
を
組
合
大
会
で
決
め
ま
し
た
。

軍
用
列
車
輸
送
を
最
優
先
と
し
ロ
ー

カ
ル
線
廃
止
を
進
め
る
国
家
改
造
攻

撃
と
対
決
し
、
３
月
４
日
に
芸
備
線

廃
止
反
対
の
第
二
波
の
三
次
現
地
闘

争
を
共
に
闘
お
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
基
調
報
告
を
動
労
西
日
本
の
山
田

書
記
長
が
行
い
ま
し
た
。

　
①
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
「
台
湾
有
事
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
発
表
さ
れ
、

日
本
全
土
が
戦
場
と
な
り
、
米
軍
と

自
衛
隊
に
数
千
人
の
死
者
が
出
る
と

い
う
衝
撃
の
戦
争
シ
ナ
リ
オ
に
「
米

日
両
政
府
に
殺
さ
れ
て
た
ま
る
か
」

と
い
う
労
働
者
の
憤
激
が
高
ま
っ
て

い
る
。
②
民
主
労
総
と
関
西
地
区
生

コ
ン
支
部
へ
の
弾
圧
は
戦
争
動
員
の

た
め
の
組
合
壊
滅
攻
撃
で
あ
り
、
絶

対
許
さ
な
い
。

　
③
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
と

動
労
千
葉
、
関
生
支
部
、
港
合
同
の

３
労
組
共
闘
こ
そ
自
民
党
の
軍
門
に

下
っ
た
連
合
本
部
を
打
倒
す
る
結
集

軸
と
し
て
今
こ
そ
大
発
展
す
る
、
④

３
・
18
ダ
イ
ヤ
改
定
の
大
合
理
化
と
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
職
場
実
力
闘
争

で
反
撃
す
る
、
⑤
３
・
４
三
次
闘
争
、

４
・
25
尼
崎
闘
争
か
ら
５
・
19
広
島

サ
ミ
ッ
ト
決
戦
に
立
と
う
―
―
と
訴

え
ま
し
た
。

　
４
月
統
一
地
方
選
挙
決
戦
を
闘
う

村
山
ゆ
う
こ
高
槻
医
療
福
祉
労
組
委

員
長
を
始
め
、
次
々
と
決
意
表
明
に

立
ち
、
港
合
同
の
木
下
浩
平
執
行
委

員
が
集
会
の
ま
と
め
を
行
い
決
意
を

固
め
ま
し
た
。

〝
国
鉄
闘
争
を
連
合
打
倒
の
結
集
軸
に
〟

２・
10
関
西
国
鉄
集
会
に
百
人
が
参
加

　
２
月
10
日
、
大
阪
市
港
区
民
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
関
西
国
鉄
集
会
が

１
０
０
人
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
全
国
金
属
機

械
労
働
組
合
港
合
同
の
中
村
吉
政
委

員
長
が
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
京
都
線

が
雪
で
列
車
が
止
ま
り
11
時
間
も
車

内
に
缶
詰
め
に
な
っ
た
大
事
故
に
つ

い
て
「
外
注
化
で
現
場
の
こ
と
を

知
っ
て
い
る
人
間
が
Ｊ
Ｒ
に
誰
も
い

な
い
」
と
弾
劾
し
ま
し
た
。

　
特
別
報
告
に
動
労
千
葉
の
山
田

護
特
別
執
行
委
員
が
立
ち
ま
し
た
。

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
を
争
う
裁
判

で
結
審
策
動
を
打
ち
破
っ
て
、
原
告

が
『
投
資
』
で
す
か
？
　
団
結
も

闘
い
も
な
い
。
こ
れ
が
労
働
組
合

の
主
張
で
す
か
？
　
大
軍
拡
や
敵

基
地
攻
撃
能
力
に
つ
い
て
も
、
何

も
言
わ
ず
に
容
認
し
て
い
る
」
と

厳
し
く
批
判
し
た
。

　
次
に
韓
国
鉄
道
労
組
ソ
ウ
ル
地

◉
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
行
政
訴
訟
日
程

　
４
月
14
日
（
金
）
13
時
30
分
～
（
16
時
終
了
予
定
）

　
東
京
地
裁
５
２
７
号
法
廷

※
署
名
は
４
月
10
日
ま
で
に
集
約
・
郵
送
等
を
お
願
し
ま
す
。

４
８
０
人
が
解
雇
撤
回
へ
新
た
な
決
意

韓
国
か
ら
鉄
道
労
組
ソ
ウ
ル
地
本
代
表
団
８
人
が
合
流

資本主義にノーの労働運動を
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め
の
呼
び
か
け
人
会
議
が
開
か
れ
、

久
留
里
線
沿
線
の
木
更
津
市
、
袖
ヶ

浦
市
、
君
津
市
か
ら
29
人
が
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

　「
地
域
住
民
全
体
の
署
名
に
」「
署

名
運
動
を
行
う
に
は
組
織
が
必
要
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、「
久
留
里
線

と
地
域
を
守
る
会
」
の
立
ち
上
げ
を

確
認
し
、
す
で
に
１
月
下
旬
か
ら
署

名
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
意
見
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
す
。

◉
地
域
住
民
を
ま
き
込
ん
だ
大
き

な
運
動
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

ダ
メ
だ
。

◉
高
校
で
も
生
徒
の
通
学
に
非
常

に
影
響
す
る
の
で
廃
線
に
は
絶

対
反
対
だ
。

◉
亀
山
に
「
ト
キ
」
や
「
コ
ウ
ノ

ト
リ
」
を
呼
ん
で
観
光
客
を
呼

び
込
ん
で
久
留
里
線
に
も
っ
と

人
が
来
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ

の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
。

◉
沿
線
の
各
自
治
会
や
各
種
団
体

を
動
か
し
て
地
域
ぐ
る
み
の
運

動
が
必
要
だ
。

◉
「
久
留
里
線
を
守
る
会
」
を
早

く
結
成
し
て
、
多
く
の
住
民
を

ま
き
込
ん
だ
運
動
に
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

　
―
―
こ
う
し
た
発
言
・
意
見
を
集

約
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

①「
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
」

を
結
成
し
て
署
名
活
動
を
始
め

る
。

②
「
守
る
会
」
は
、
今
日
参
加
し

た
人
た
ち
が
発
起
人
と
な
る
。

③
「
署
名
簿
」
と
「
署
名
の
呼
び

か
け
文
」
が
準
備
で
き
次
第
、

署
名
活
動
を
開
始
す
る
。

④
署
名
の
集
約
は
２
月
末
に
行

う
。

　
ぜ
ひ
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
米
国
で
は
こ
の
１
年
余
り
、
巨
大

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
次
々
に
労
働
組

合
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
象
徴

が
ア
マ
ゾ
ン
と
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の

労
働
組
合
だ
。

　
世
界
最
大
の
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン

で
あ
る
ス
タ
バ
に
は
最
近
ま
で
労
働

組
合
が
な
か
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
で

の
人
手
不
足
に
加
え
、
ス
マ
ホ
に
よ

る
遠
隔
注
文
が
殺
到
す
る
状
況
に
耐

え
か
ね
て
労
働
者
た
ち
は
組
合
を
結

成
し
た
。
Ｎ
Ｙ
州
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の

店
舗
で
20
年
12
月
に
初
め
て
組
合
が

結
成
さ
れ
る
と
、
瞬
く
間
に
他
店
舗

に
も
組
織
化
の
動
き
が
拡
大
し
た
。

　
自
由
に
組
合
を
結
成
で
き
る
日
本

と
違
い
、
米
国
で
は
職
場
投
票
で
過

半
数
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
ス
タ
バ

社
は
投
票
申
請
が
行
わ
れ
た
店
舗
に

大
勢
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
送
り
込
み
、

服
務
規
程
違
反
を
言
い
募
っ
て
圧
力

を
加
え
た
。
そ
れ
で
も
組
合
結
成
の

勢
い
は
拡
大
し
、
今
年
１
月
ま
で
に

２
６
０
店
舗
以
上
で
投
票
に
勝
利

し
、
さ
ら
に
３
０
０
店
以
上
で
投
票

が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｔ
業
界
で
も
、
21
年
１
月
に

グ
ー
グ
ル
の
親
会
社
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
社
で
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
昨
年

４
月
に
は
ア
マ
ゾ
ン
の
Ｎ
Ｙ
市
内
の

物
流
倉
庫
で
結
成
さ
れ
、
６
月
に
は

ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
で
も
労
働
組
合
が

で
き
た
。
い
ま
米
国
の
世
論
調
査
で

は
、
労
働
組
合
に
対
し
て
好
意
的
な

回
答
が
71
％
に
上
り
、
１
９
６
５
年

以
来
の
高
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

込
め
て
「
未
多
数
派
」
組
合
戦
略
と

翻
訳
さ
れ
て
い
た
。

　
米
国
で
は
、全
国
労
働
関
係
法（
Ｎ

Ｌ
Ｒ
Ａ
）
が
組
合
結
成
や
団
体
交
渉

な
ど
を
規
定
す
る
。
同
法
は
排
他
的

交
渉
単
位
制
度
を
採
用
し
、
米
国
で

労
働
組
合
を
組
織
す
る
場
合
に
は
、

交
渉
単
位
の
労
働
者
の
30
％
以
上
の

賛
成
署
名
を
集
め
、
選
挙
で
過
半
数

の
支
持
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
自
由
に
労
働
組
合
の
結
成
が
可
能

な
日
本
と
違
い
米
国
で
は
組
合
結
成

の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
し
か
も
、
そ

れ
は
始
ま
り
に
過
ぎ
な
い
。
選
挙
で

勝
利
し
て
も
簡
単
に
労
働
協
約
は
と

れ
な
い
。
あ
る
い
は
選
挙
で
敗
北
し

た
場
合
の
再
度
の
組
織
化
戦
略
も
必

要
と
な
る
。レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ
は「
プ

レ
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
で

そ
の
問
題
意
識
を
表
現
し
て
い
る
。

　
米
国
の
労
働
組
合
制
度
の
も
と
で

は
、
選
挙
で
過
半
数
が
得
ら
れ
ず
、

あ
る
い
は
協
約
締
結
が
難
し
い
場

合
、
労
働
組
合
の
足
場
は
き
わ
め
て

脆
弱
と
な
り
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者

の
存
在
は
無
視
さ
れ
が
ち
だ
。

　
し
か
し
直
ち
に
選
挙
や
協
約
が
実

現
で
き
な
く
て
も
、
労
働
組
合
を
作

り
改
善
を
求
め
て
闘
う
こ
と
は
必
要

で
あ
り
ま
た
可
能
な
の
だ
。
職
場
の

多
数
が
ま
だ
組
織
で
き
ず
、
労
働
組

合
が
正
式
に
認
め
ら
れ
て
い
な
く
て

も
、
労
働
組
合
の
よ
う
に
組
織
化
・

活
動
で
き
る
と
の
考
え
だ
。

悪
条
件
覆
す
組
織
化

　
米
国
で
は
、
テ
キ
サ
ス
州
や
テ
ネ

シ
ー
州
の
よ
う
に
公
共
部
門
に
お
け

る
団
体
交
渉
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
地

域
も
あ
る
。
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州

の
よ
う
に
反
組
合
的
な
風
潮
が
強

く
、
組
織
率
が
低
い
州
も
あ
る
（
同

州
の
組
織
率
は
１
・
７
％
）。

　
あ
る
い
は
チ
ェ
ー
ン
店
や
離
職
率

の
高
い
職
場
は
労
働
組
合
の
組
織
化

が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
き
た
。
ス
タ

バ
も
多
く
の
店
舗
で
組
合
が
で
き
た

が
、
全
米
に
は
９
千
店
舗
も
あ
り
、

会
社
と
の
間
で
協
約
の
交
渉
を
進
め

る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
〈
条
件
の
悪

い
〉
職
場
に
お
い
て
労
働
組
合
の
組

織
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
近
年
の

特
徴
で
も
あ
る
。
組
織
化
が
一
定
の

の
規
模
ま
で
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て

い
く
の
か
。
プ
レ
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー

組
織
化
戦
略
が
米
労
働
運
動
で
重
要

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
多
く
の
点
に
お
い
て
通

常
の
労
働
組
合
の
組
織
化
と
同
じ
こ

と
が
課
題
と
な
る
。
職
場
の
仲
間
と

話
し
合
い
、
組
織
化
の
た
め
の
グ

ル
ー
プ
を
形
成
し
、
共
通
の
要
求
を

作
り
、経
営
側
の
反
撃
か
ら
防
御
し
、

時
間
を
か
け
て
力
と
自
信
を
つ
け
、

集
団
行
動
を
作
り
出
す
。

　
従
来
の
組
織
化
戦
略
と
の
違
い

は
、
い
ま
だ
多
数
派
に
な
っ
て
い
な

い
職
場
に
お
け
る
組
織
化
の
プ
ロ
セ

ス
だ
。
職
場
で
①
そ
の
労
働
組
合
が

本
物
だ
と
の
信
頼
を
労
働
者
か
ら
得

る
、
②
組
織
化
と
そ
の
行
動
で
獲
得

さ
れ
た
成
果
を
組
合
の
手
柄
に
す

る
。
賃
上
げ
が
会
社
の
恩
恵
で
は
な

く
組
合
の
組
織
化
の
結
果
で
あ
る
こ

と
を
労
働
者
が
知
る
、
③
小
集
団
と

な
ら
な
い
よ
う
に
参
加
人
数
を
拡
大

す
る
、
④
組
合
費
の
徴
収
な
ど
長
期

的
な
財
政
を
維
持
す
る
こ
と
―
―
の

４
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
結
論
は
〝
組
合
オ
ル
グ
を
待
た
ず

に
自
分
で
組
合
を
作
ろ
う
〟
と
も
。

日
本
で
国
鉄
闘
争
の
継
続
・
発
展
と

各
職
場
に
お
け
る
組
織
化
の
努
力
と

苦
闘
を
結
合
さ
せ
る
。
こ
の
点
で
米

労
働
運
動
の
問
題
意
識
の
一
端
で
は

あ
る
が
重
要
な
示
唆
を
得
た
。

成
で
き
て
い
な
い
職
場
で
多
数
派
を

め
ざ
し
ど
の
よ
う
に
運
動
を
進
め
て

い
く
の
か
。
レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ
誌
で

「p
プ
レ
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム

re-m
ajority

〟un
ion

ism

」

と
題
す
る
報
告
が
出
さ
れ
た
。〈
少

数
派
で
あ
る
こ
と
に
甘
ん
じ
ず
に
多

数
派
を
目
指
そ
う
〉
と
す
る
意
味
を

　
し
か
し
組
合
結
成
は

出
発
点
で
し
か
な
い
。

米
国
で
は
、
労
働
条
件

を
改
善
す
る
に
は
労
働

協
約
の
締
結
が
大
き
な

位
置
を
占
め
て
い
る
。

ス
タ
バ
社
で
は
協
約
締

結
を
め
ぐ
る
交
渉
が
停

滞
ぢ
、
会
社
は
、
組
合

が
で
き
た
店
舗
で
は
会

社
独
自
の
福
利
厚
生
を

適
用
し
な
い
な
ど
の
妨

害
を
し
て
い
る
。

新
た
な
挑
戦

　
米
国
に
お
け
る
労
働

組
合
結
成
の
動
き
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
レ

イ
バ
ー
ノ
ー
ツ
（
労
働

組
合
の
改
革
と
再
生
を

め
ざ
す
草
の
根
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
で
は
次
の

よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ

て
い
る
（
以
下
は
『
レ

イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
日
本
』

の
紹
介
記
事
な
ど
を
参

照
し
た
）。

　
労
働
組
合
が
ま
だ
結

組合承認選挙・協約に依存しない組織化戦略

米
労
働
運
動

新
た
な
胎
動 

職
場
の
多
数
派
め
ざ
す
戦
略
を
模
索

廃
線
反
対
署
名
を
開
始

久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
を
立
ち
上
げ

対
」
な
ど
、
廃
線
阻
止
に
向
け
た
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
呼
び

か
け
人
を
募
っ
て
地
域
住
民
署
名
を

行
う
こ
と
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
住
民
の
呼
び
か
け
で
署
名
開
始

　
１
月
14
日
、
署
名
を
開
始
す
る
た

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
始
ま
っ
た
戦
争

は
、
世
界
を
戦
争
に
引
き
込
み
つ
つ

あ
り
ま
す
。
日
本
の
岸
田
政
権
は
、

ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
政
権
と
手
を

組
ん
で
、
中
国
と
北
朝
鮮
に
対
す
る

戦
争
を
仕
掛
け
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　
私
た
ち
日
本
と
韓
国
の
鉄
道
労
働

者
は
、
東
ア
ジ
ア
を
戦
争
の
惨
禍
に

た
た
き
込
む
こ
の
暴
挙
を
、
絶
対
に

許
し
ま
せ
ん
。

　
岸
田
政
権
は
昨
年
12
月
、
国
の
防

衛
方
針
の
基
本
を
な
す
国
家
安
全
保

障
戦
略
な
ど
３
文
書
の
改
定
を
閣
議

決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
核
心
は
、
日

本
が
他
国
の
軍
事
基
地
や
政
権
中
枢

を
先
制
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
軍

事
力
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
岸

田
政
権
は
５
年
で
43
兆
円
も
の
軍
事

費
を
つ
ぎ
込
ん
で
、
長
距
離
ミ
サ
イ

ル
な
ど
の
攻
撃
型
兵
器
を
調
達
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
労
働
者
民
衆
の

生
活
を
踏
み
に
じ
り
、
際
限
の
な
い

軍
拡
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
岸
田
首
相
は
１
月
に
ア
メ
リ
カ
の

バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
会
談
し
、
戦
争

計
画
を
具
体
化
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
数
万
人
の
死
傷
者
が
出
て
も
、

中
国
へ
の
戦
争
を
遂
行
す
る
と
い
う

恐
る
べ
き
も
の
で
す
。

　
こ
の
情
勢
下
、
韓
国
で
は
ユ
ン
ソ

ン
ニ
ョ
ル
政
権
が
民
主
労
総
に
対
し

て
国
家
保
安
法
を
使
っ
た
異
常
な
弾

圧
を
か
け
て
い
ま
す
。
断
じ
て
許
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
か
つ
て
日
本
帝
国
主
義
は
韓
国
を

併
合
し
、
過
酷
な
植
民
地
支
配
を
敷

き
ま
し
た
。
日
帝
は
侵
略
の
手
を
中

国
・
ア
ジ
ア
に
も
広
げ
、
２
千
万
人

も
の
人
民
の
命
を
奪
い
ま
し
た
。
戦

争
は
世
界
に
拡
大
し
、
日
米
開
戦
を

も
引
き
起
こ
し
て
、
１
９
４
５
年
、

日
帝
は
敗
戦
に
至
り
ま
し
た
。戦
後
、

日
本
の
労
働
者
は
二
度
と
戦
争
を
し

な
い
と
固
く
誓
い
、
日
本
国
憲
法
に

戦
争
放
棄
・
戦
力
不
保
持
を
書
き
込

ま
せ
ま
し
た
。

　
日
本
の
「
自
衛
隊
」
は
明
ら
か
に

憲
法
に
反
す
る
存
在
で
す
。し
か
し
、

日
本
と
ア
ジ
ア
の
労
働
者
民
衆
の
闘

い
に
よ
り
、
日
本
政
府
は
「
自
衛
隊

は
日
本
の
領
域
を
防
衛
す
る
た
め
の

も
の
」
と
い
う
建
前
を
掲
げ
ざ
る
を

得
ず
、
そ
の
軍
事
力
の
拡
大
は
制
限

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
岸
田

政
権
は
、
そ
の
制
約
を
暴
力
的
に
取

り
払
い
、
他
国
に
戦
争
を
仕
掛
け
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
日
本
政
府
は
ま
た
、
戦
争
遂
行
の

た
め
に
韓
国
の
労
働
者
民
衆
を
強
制

労
働
さ
せ
た
徴
用
工
の
歴
史
を
居

直
っ
て
い
ま
す
。
日
帝
の
歴
史
的
犯

罪
を
糾
弾
す
る
韓
国
民
衆
の
闘
い
を

封
殺
し
、
日
帝
を
免
罪
し
て
の
決
着

を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
日
本
が
再
び
ア
ジ
ア
に
戦

争
を
仕
掛
け
る
た
め
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。

　
戦
争
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
の

は
、ご
く
少
数
の
資
本
家
階
級
で
す
。

資
本
家
に
よ
る
搾
取
に
抵
抗
し
て
生

存
を
守
っ
て
き
た
労
働
者
は
、
戦
争

を
絶
対
に
許
し
ま
せ
ん
。
日
本
と
韓

国
の
鉄
道
労
働
者
は
国
境
を
越
え
て

団
結
し
、
東
ア
ジ
ア
で
の
戦
争
を
阻

む
た
め
、
岸
田
政
権
の
大
軍
拡
に
断

固
反
対
し
て
闘
い
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
２
月
12
日

　
国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

　
全
国
鉄
道
労
組
ソ
ウ
ル
地
方
本
部

　
昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
「
久
留

里
線
・
房
総
廃
線
を
許
す
な
12
・
４

上
総
地
域
集
会
」
に
は
、
沿
線
住
民

な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
、「
久
留

里
線
は
地
域
の
か
け
が
え
の
な
い
交

通
手
段
で
あ
り
廃
線
に
は
絶
対
に
反

久留里線と地域を守る会
　　　　連絡先：　君津市大坂１７７６－１　　　　三浦久吉
　　　　　　　　　０４３９－２９－２１８０

お名前 ご住所

東日本旅客鉄道株式会社
　　代表取締役社長　深澤祐二殿
　　　　千葉支社長　中川晴美殿

○久留里線の廃線に反対します。
○列車本数を増やすことを求めます。

ＪＲ久留里線の廃線
 に反対する署名

東
ア
ジ
ア
の
戦
争
・
岸
田
政
　
　
権

軍
拡
反
対

動
労
千
葉
・
鉄
道
労
組
ソ
ウ
ル
地
本
が
決
議


